平成２４年第２回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成24年６月12日午前10時00分、第２回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２４年第２回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]
平成24年６月12日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成24年６月12日～６月15日（４日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　　７番　師　岡　伸　公　議員

会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　  ８番　酒　井　正　利　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ及び所信表明
	――

	６
	議案第37号
	専決処分の承認を求めることについて
（平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号））
	原案承認

	７
	議案第38号
	専決処分の承認を求めることについて
（平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第４号））
	原案承認

	８
	議案第39号
	専決処分の承認を求めることについて
（奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例）
	原案承認

	９
	議案第40号
	専決処分の承認を求めることについて

（奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
	原案承認

	10
	議案第41号
	奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例
	原案可決

	11
	議案第42号
	奥多摩町印鑑条例の一部を改正する条例
	原案可決

	12
	議案第43号
	奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例
	原案可決

	13
	議案第44号
	奥多摩町の課に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	14
	議案第45号
	奥多摩町小口事業資金融資制度等審議会条例の一部を改正する条例
	原案可決

	15
	議案第46号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	原案可決

	16
	議案第47号
	町道路線の廃止について
	原案可決

	17
	議案第48号
	町道路線の認定について
	原案可決

	18
	議案第49号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約について
	原案可決

	19
	議案第50号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21請負契約について
	原案可決

	20
	議案第51号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約について
	原案可決


　　（午後１時37分　散会）

午前10時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

これより平成24年第２回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

　日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

　本件につきましては、会議規則第115条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

　　７番　師岡　伸公議員、

　　８番　酒井　正利議員、

以上、２名を指名します。

　次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

　本件につきましては、去る６月５日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員委員長、前田悦男議員よりご報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕

○議会運営委員長（前田　悦男君）　議会運営委員会からの報告を行います。

　平成24年第２回奥多摩町議会定例会の運営について、去る６月５日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、提出された案件を審議の結果、本日６月12日から６月15日までの４日間とすることに決定しました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定表をごらんください。

　まず本日、12日の本会議でありますが、会議録署名議員の指名並びに会期の決定に続いて議会関係諸報告が行われた後、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつ及び所信表明があります。あいさつ終了後、議案が上程されますが、審議内容について申し上げます。配付してあります議会運営委員会結果一覧表をごらんください。

　議案第37号、議案第38号の専決処分の承認を求めることの２議案については一括上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、議案第39号、議案第40号の専決処分の承認を求める２議案については、関連がありますので一括上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、議案第41号の一部改正条例については単独上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、議案第42号から議案第44号の一部改正条例案については、関連がありますので一括上程とし、採決についてはそれぞれ即決と決定しております。

　次に、議案第45号の一部改正条例については単独上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、議案第46号の平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）については、単独上程とし、案件の内容から連合審査会の審査は行わず、採決については即決と決定しております。

　なお、この補正予算については副町長から概要説明を行い、その後、各担当課長から追加説明を行います。

　次に、議案第47号及び議案第48号の２議案については、町道の廃止及び認定であります。関連がありますので一括上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、議案第49号から議案第51号までの下水道管渠建設工事請負契約の３議案については、関連がありますので一括上程とし、採決については即決と決定しております。

　次に、会期中に副町長の選任の同意を求めること、及び登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約についての２議案を上程する予定とのことであります。

　なお、副町長の選任の同意を求めることについては、単独上程、即決とし、採決については無記名投票と決定しております。

　次に、本定例会に対しての請願書及び陳情書の受け付けは、ないとのことであります。

　以上が提案された議案に対する上程別及び採決別取り扱いの結果であります。

　次に、本会議２日目でありますが、６月15日に再開いたします。この日は一般質問であります。通告者は９名であり通告順に行いますので、簡潔な質問、応答をされるようご協力をお願いします。

　また、一般質問終了後に、２議案が追加日程として上程され、審議終了後に町長よりあいさつがあり、第２回定例会は閉会となります。

　以上が議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会委員長の報告といたします。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から６月15日までの４日間とし、議案の上程別及び採決別についても、合わせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から６月15日までの４日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程につきましては、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程はお手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりであります。

　次に、３月６日に西秋川衛生組合議会が開かれておりますので、その概要を西秋川衛生組合議会議員、須崎　眞議員から報告を願います。須崎　眞議員。

〔９番　須崎　　眞君　登壇〕

○９番（須崎　　眞君）　平成24年度第１回西秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。

　去る３月６日午後１時30分から、西秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長、前田・杉村議員、私須崎と浜野住民課長が出席しました。

　全議員出席のもと、日程第１では、新たに選出された奥多摩町議会選出議員の議席の指定が行われ、日程第２で会議録署名議員に13番杉村良一議員と14番前田悦男議員の指名が行われ、日程第３で会期が本日１日限りと決定されました。

　日程第４で諸般の報告があり、事務局長より、１月31日に川越資源センターの視察研修を実施したこと、２月８日に新炉の起工式を執り行ったこと、第１回定例会を告示したことの報告がありました。

　次に、管理者より今議会に専決１件、議案５件を上程したこと、「ごみ処理基本計画」等がまとまったので、議会終了後に全員協議会で説明すること。また、新施設の外周の擁壁工事が終わり、施設の本体基礎工事に着手していることの報告がなされました。

　日程第５　専決第１号　西秋川衛生組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の報告及び承認について、管理者、事務局長より内容説明があり、質疑なく、承認されました。これは、組合職員の給与があきる野市職員に準じて改定されるものです。

　次に、日程第６　議案第１号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の増加及び東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更については、多摩川衛生組合の加入と管理者の選任方法を改めるもので、採決の結果、原案のとおり可決されました。

　日程第７　議案第２号　平成23年度西秋川衛生組合組織市町村負担金の変更について、及び日程第６　議案第３号　平成23年度西秋川衛生組合会計補正予算（第２号）が一括上程され、管理者より、提案理由と事務局長により内容説明が行われ、質疑なく原案のとおり可決されました。

　これは、それぞれ歳入歳出で、追加や減額の見込みのため、各組織市町村の負担金を変更するものです。あきる野市2,720万5,000円の減額です。日の出町603万7,000円の減額、檜原村185万円の減額、奥多摩155万5,000円の減額で、合計3,664万7,000円の減額をするものです。変更後の負担金総額は７億5,255万7,000円となりました。

　補正予算の内容ですが、歳入について、負担金・交付金の減額と有価物売却代の増額が主なものです。歳出については、事務経費や委託料等の入札差金の減額が主なものです。これにより、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ2,672万円を減額し、13億6,668万6,000円とするものです。

　日程第９　議案第４号　平成24年度西秋川衛生組合組織市町村負担金について、及び、日程第10　議案第５号　平成24年度西秋川衛生組合会計予算が一括上程され、管理者より提案理由と、事務局長より内容説明が行われました。

　１番合川哲夫議員より、震災がれきの受け入れについての質疑があり、新炉の完成後の課題との答弁がありました。そのほか質疑・討論がなく、採決の結果、原案のとおり可決されました。

　平成24年度組織市町村負担金は、総額９億1,978万4,000円です。その内訳は、あきる野市６億8,324万2,000円、日の出町１億5,248万1,000円、檜原村4,542万7,000円、ごみの搬入がない奥多摩町では、平等割と人口割のみで3,863万4,000円です。

　また、平成24年度の歳入歳出予算総額は35億7,947万円です。その主な内訳は、新ごみ処理施設の建設事業の本体工事25億2,963万円、既存施設の維持管理費５億3,575万1,000円、組合事務所費４億3,475万4,000円です。

　以上、第１回西秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

　また、定例会に引き続き、西秋川衛生組合議会議員全員協議会が開催されましたので、その概要について報告いたします。

　（１）一般廃棄物処理基本計画の改定について、（２）第２御前石最終処分場再生事業基本計画・基本設計について、（３）放射能測定結果について、以上の３項目について、組合事務局より報告と説明が行われ、何点かの質疑と、それに対する説明がありました。

　１点目の「一般廃棄物処理基本計画の改定について」は、環境負荷の少ない資源循環型社会システムの構築を理念とし、排出抑制・再資源化を図り、循環型社会の実現を目指すものです。計画期間を平成24年度から平成38年度までの15年間としています。１人１日当たりのごみの排出量、リサイクル率及び最終処分量の目標値を設定しています。

　２点目の「第２御前石最終処分場再生事業基本計画・基本設計について」は、最終処分場の延命化を図るため、埋め立てごみの掘り起こし、溶融再処理の工程等の計画について説明を受けました。

　３点目の放射能測定結果については、原子力発電所の事故に伴う放射性物質による環境汚染への特別措置法による一般廃棄物焼却施設である西秋川衛生組合施設のばいじん及び焼却灰の放射性物質セシウム134とセシウム137の合計値が国の基準以下であったこと、今後とも定期的に測定していくとのことです。

　以上で、西秋川衛生組合議会全員協議会の報告を終わります。以上です。

○議長（清水　典子君）　以上で、議会関係諸報告は終わりました。

　次に、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつ及び所信表明があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

本日は、平成24年第２回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。

　任期満了によります、５月20日に執行されました町長選挙におきまして、住民皆様のご支援、ご支持をいただき、当選の栄誉を受け、５月24日から３期目に就任いたしました。

　私は、これまでも機会あるごとに住民皆様、議員皆様に、地方自治体を取り巻く行財政環境は厳しく、とりわけ小さな町の財政は脆弱であり、少子高齢化、過疎化の進んでいる町としては、町独自の施策の推進が必要不可欠であることから、その裏づけ財源を確保するためには、町自身が行財政改革を率先して行い、みずからの努力とともに、他市町村に比較して社会資本整備の遅れ等の特殊事情を東京都に訴え、理解をいただき、東京都の財政支援を受けなければ町行財政運営が成り立たないと繰り返し申し上げてまいりました。

　さらに、私自身は、この難局を乗り越えるためには、将来の町財政負担の軽減を図ることが最大の課題であると考え、２期８年間にわたり町行財政改革の断行、長年の懸案事項であった水道事業の都営一元化、ごみの焼却施設の西秋川衛生組合加入の解決に奔走し、多くの方々のご理解とご協力をいただき、この二大懸案事項を成就することができました。このことにつきましては、東京都知事、東京都幹部職員、東京都関係職員の皆さん、あきる野市、日の出町及び檜原村の市町村長を始め、関係者の皆さんのおかげであると、後世まで町として感謝をするべきであると考えております。

　その結果として、住民皆様の将来の財政負担を90億6,000万円軽減することができました。一方、町の貯金である基金積立については、今後必要となる下水道事業終了に伴う起債の返還のため、８年間で13億4,723万3,000円の積み立てを行い、２期目の４年間では、一般起債として借り入れを一切行わず、その代わりに一般借り入については、８年間で14億3,083万3,000円を返済いたしました。このことにより、平成23年度末で基金積立総額から一般起債と下水道事業債の実質返済額を差し引くと、８億9,072万円の黒字化を達成することができました。

　私の長期目標である財政運用については、町の財政基盤の確立で、生涯健康で、自立して、ともに生きるまちづくりを基本として、本年３月の定例町議会の施政方針でもお示ししたように、第４期奥多摩町長期総合計画を町の指針として、目標年度の平成26年度までの10カ年計画の総仕上げを行なってまいります。

　また、このたびの町長選挙公約であります第５期奥多摩町長期総合計画、初年度を平成27年度とする10カ年計画の策定については、住民皆様の参画をいただき、「健康と子育て創造プロジェクト」「生活創造プロジェクト」「山の暮らし創造プロジェクト」「若者定住化創造プロジェクト」を柱に、若者の定住化対策、子育て支援充実、観光産業振興等を最重点事項として、積極的に施策の推進を図るため計画策定を行います。

今後も、現在の社会経済状況を見ますと、町行財政環境は厳しい状況が続くことを念頭に、行財政改革を継続し、簡素で効率的な身の丈に合った行財政運営を行うことにより、今まで培ってきた東京都及び近隣市町村との信頼関係をより一層緊密にするとともに、東京都の財政支援を受け財政基盤の確立を行い、自分たちの住んでいる山紫水明、人情豊かな奥多摩町を、将来に向かい誇れるようなまちづくりをするため、なお一層、地域の住民皆様が一丸となり、精進、推進していくことが最も大切であると考えます。

　私は、町長就任以来、一貫してこの町に暮らすすべての住民皆様方が何を考え、何を求めているのか、自分自身の肌で感じて、スピード感を持って、公明公正な町政運営を行うことを基本姿勢として、率先垂範、不偏不党を政治信条に、粉骨砕身、全力投球をしてまいりました。今後もこの基本姿勢を堅持しつつ、さらなる建設的議論を、議員皆様、住民皆様と行い、広報等の拡充・強化を通じて、住民皆様に随時的確な情報提供と丁寧な説明を行い、町の置かれている現況を多くの住民皆様に共有していただくことが必要であることから、より一層情報発信の強化をいたします。

　ほかに、他に誇れるまちの躍進のため、諸課題解決の先頭に立って、今後とも努力してまいる覚悟であります。住民皆様、議員皆様の一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、３期目の就任に当たりまして、私の所信表明とさせていただきます。

　次に、報告として、地域住民皆様の住みよい地域づくりと地域の安全安心のため、日夜それぞれの地域でご尽力をいただいております21自治会の自治会長が本年改選期を迎え、11名の新しい自治会長さんが選出され、町自治委員として委嘱をいたしました。自治会連合会としては、引き続き大氷川自治会長の小峰陽一氏が会長として選任されました。今後も自治会連合会と町は、緊密な連携のもと住みよいまちづくりを推進してまいります。

　次に、今定例議会に提案いたします議案等についてご説明を申し上げます。

　議案第37号　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）及び議案第38号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、歳入歳出予算の確定によるもの、議案第39号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例及び議案第40号　奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、法律改正の施行等に伴い緊急に条例改正を要することから、地方自治法第179条第１項の規定に基づき、それぞれ専決処分を行ったもので、今回の議会で報告をし、承認を求めるものであります。

　議案第41号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例は、地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、固定資産税の特例軽減率を法律の範囲内で独自に定められるよう条例で規定するものであります。

　議案第42号　奥多摩町印鑑条例の一部を改正する条例、議案第43号　奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例及び議案第44号　奥多摩町の課に関する条例の一部を改正する条例は、住民基本台帳法の一部改正及び外国人登録法の廃止に伴い、外国人にも住民票が作成されることになったことについて、関連する条例の規定を改めるものであります。

　議案第45号　奥多摩町小口事業資金融資制度等審議会条例の一部を改正する条例は、審議会の構成員に規定されている金融機関の代表者について、町内の金融機関の実態に合わせて構成員の数を改めるものであります。

　議案第46号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）は、国民体育大会の運営経費等の増額による分担金の増、体験農園ラウベ増設等に伴う補助金の歳入科目の組み替え等による都支出金の増、集中豪雨による町道・林道災害復旧工事費の財源不足を補うための繰入金の増を主な要因に、事務執行上の必要性が生じたことから補正を行うものであります。

　議案第47号　町道路線の廃止について及び議案第48号　町道路線の認定については、日向人道橋の完成に伴い、国道に接続していた町道を廃止し、改めて人道橋を含めて認定するため、道路法の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。

　議案第49号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約についてから議案第51号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約についてまでの３議案については、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、その契約について議会の議決を求めるものであります。

　その他、本定例会の開会中に、副町長の選任の同意を求めることについて及び登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約について、の２議案を提出する予定であります。

　以上、専決処分４件、条例の一部改正５件、補正予算１件、町道の廃止１件、町道の認定１件、契約案件４件、人事案件１件の計17件の議案を提出させていただきます。具体的な案件の内容につきましては、副町長を始め所管の課長から説明させていただきますが、いずれの議案につきましても、今後の事務事業執行の上で必要不可欠のものでありますので、ご審議の上、可決決定くださいますようお願い申し上げます。

　終わりに、この小さな町が自立して、ともに生きていくためには、身の丈に合った行財政運営を地道に着実に実行していく努力を惜しまないことが一番大切です。

　以上で、平成24年第２回奥多摩町議会定例会の開会のごあいさつとさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で、町長のあいさつ及び所信表明は終わりました。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第37号　専決処分の承認を求めることについて（平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号））、日程第７　議案第38号　専決処分の承認を求めることについて（平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第４号））を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。副町長。

〔副町長　村木　義雄君　登壇〕

○副町長（村木　義雄君）　議案第37号及び議案第38号の２議案につきましては、地方自治法第179条第１項の規定により、平成23年度一般会計、下水道事業特別会計の補正予算について、年度末であり、議会を召集する時間的余裕がないことから、平成24年３月31日専決処分したので報告し、承認を求めるもので、一括して説明申し上げます。

　議案第37号　専決処分の承認を求めることについて、次のページ、専決処分書でございますが、平成23年度奥多摩町一般会計について補正を行いました。

　理由でございますが、地方交付税、都補助金等の交付決定によりまして、後年度の財政運営に資するため専決を行ったもので、次の補正予算書をごらんください。

　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございます。第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ534万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ61億6,648万9,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入について説明申し上げます。

　地方譲与税は、地方揮発油譲与税97万7,000円減、自動車重量譲与税48万1,000円増で、差し引き49万6,000円を減額し3,328万4,000円に、配当割交付金3,000円を減額し175万6,000円に、株式等譲渡所得割交付金10万1,000円を減額し38万4,000円に、地方消費税交付金372万円を追加し6,801万8,000円に、地方交付税は特別交付税1,185万8,000円を追加し14億6,584万円に、交通安全対策特別交付金14万9,000円を追加し214万9,000円とするもので、これらはいずれも交付決定によるものでございます。

　次に、都支出金の都補助金は、市町村総合交付金545万9,000円増、山村離島振興施設整備事業補助金273万8,000円減で、差し引き272万1,000円を追加し26億8,179万4,000円に、寄付金は、25万円を追加し831万円に、繰入金は、基金繰入金で観光施設等整備基金繰入金2,300万円を減額し621万2,000円に、諸収入の雑入で、登計原総合運動公園自動販売機売上手数料ほか6,000円を追加し４億1,361万2,000円とするものでございます。

　歳入では、ただいま説明申し上げましたように、それぞれの額の確定に伴いまして増減を行い、最終的には基金からの繰入金を全額減額するものでございます。したがいまして、歳入合計は534万6,000円を減額し61億6,648万9,000円とするものでございます。

　次に、２ページ歳出でございます。

　総務費は、下水道事業起債総額を抑制するため、減債基金積立金6,460万円を減額し９億8,890万2,000円に、商工費の観光費で観光施設等整備基金積立金400万円を追加し５億5,382万1,000円に、土木費は下水道事業特別会計繰出金6,460万円を追加し９億2,347万5,000円に、消防費で、額の確定により消防事務委託費負担金903万円を減額し、２億2,307万8,000円とするものでございます。

　農林水産業費、災害普及費については、従前、基金繰入金、補助金等で充当しておりました財源について、それぞれの補助金等が確定いたしましたので財源組替を行い、歳出合計は予備費で31万6,000円減額調整を行い、歳入と同額の534万6,000円を減額し61億6,648万9,000円とするものでございます。

　以上、説明申し上げましたとおり、平成23年度末で一般会計の補正を行い、後年度の財源調整をさせていただいたという内容でございます。

　次に、議案第38号　専決処分の承認を求めることについて。

　次の専決処分書でございますが、平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計について補正を行いました。

　理由でございますが、後年度の起債の負担を軽減するため、一般会計からの繰入金を追加し町債を減額したもので、次の補正予算書をごらんください。

　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

　第２条、既定の町債の変更は、「第２表　町債補正」によるもので、１ページの歳入で、一般会計からの繰入金6,460万円を追加し３億6,821万9,000円に、町債を6,460万円減額し２億7,370万円とするもので、歳出については、財源組替で、総額の変更はございません。

　３ページをお開きください。町債費の補正でございますが、下水道整備事業債5,960万円の減、浄化槽市町村整備推進事業債500万円の減で、計6,460万円を減額し、起債の総額を２億7,370万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と同様でございます。

　以上で、専決処分の承認を求めることについての、平成23年度一般会計及び下水道事業特別会計の補正予算の説明を終わらせていただきます。

　慎重なるご審議を賜り、ご承認をいただきますようお願い申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第37号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第37号の質疑を終結します。

　次に、議案第38号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第38号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第37号及び議案第38号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第37号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第37号については原案のとおり承認されました。

　次に、日程第７　議案第38号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第38号については原案のとおり承認されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時49分　休憩

午前11時04分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第８　議案第39号　専決処分の承認を求めることについて（奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例）、日程第９　議案第40号　専決処分の承認を求めることについて（奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を一括して議題とします。

　これより、提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　議案第39号　専決処分の承認を求めることについてご説明いたします。

　地方自治法第179条第１項の規定により、奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。

　次のページをお開きください。理由ですが、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律（平成24年法律第17号）などが、平成24年３月31日に公布され、このため条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を召集する時間的余裕がございませんでしたので、専決処分いたしたものです。

　改正の主な内容ですが、個人町民税は、年金所得者の寡婦（寡夫）控除の申告手続を簡素化すること、東日本大震災の被災者などの負担の軽減を図ること。また、固定資産税については、土地の負担調整措置は現行の仕組みを３年延長すること、住宅用地特例の特例率６分の１及び３分の１を継続すること。ただし、不公平是正の観点から、住宅用地に係る据え置き特例を経過的な措置を講じた上で、平成26年度に廃止することが主な改正内容でございます。

　それでは、条例改め文もございますが、別紙の新旧対照表により改正内容につきましてご説明いたします。下線部分が改正箇所となっております。

　新旧対照表１ページをごらんください。第35条の２、町民税の申告第１項ただし書き中、寡婦（寡夫）控除額を削除することについては、年金所得者の寡婦及び寡夫控除に係る申告手続を簡素化するもので、年金所得以外の所得を有しなかったもので寡婦及び寡夫控除を受けようとする者は、個人住民税の申告書を提出する必要がありますが、年金所得者の申告手続の簡素化の観点から、この控除を受けようとする場合は、申告書の提出が不要とされたところです。この改正は、平成26年度分以降の個人住民税について適用されます。

　なお、今回の条例改正文中には含まれていませんが、所得税法の改正により、個人住民税について自動的に影響する給与所得控除の見直しとして、給与収入1,500万円を超える場合の給与所得控除額は245万円の上限が設けられたこと、給与所得者の必要経費の算定方法の１つである特定支出控除の特例について、その範囲等が拡大されたこと、退職所得に係る勤続年数５年以内の法人役員などの退職金について、２分の１課税が廃止されたこと、その他税負担軽減措置等の見直しが行われています。

　次に、附則でございます。第８条の２、新築住宅などに対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がすべき申告。

　２ページをお開きください。第７項及び第８項中の改正規定は、地方税法施行規則附則第７条第９項及び第10項が、それぞれ第８項及び第９項に繰り上がったためでございます。この新築住宅特例については、平成24年３月31日までに新築された住宅に適用されたところ、平成26年３月31日まで延長されております。

　第９条見出し中、「平成21年度から23年度」を「平成24年度から平成26年度」に改め、同条第６号の「法附則第18条第７項」を「法附則第18条第６項」に改めるものです。固定資産税の土地と家屋は、３年ごとに評価替えを行なっているところです。平成24年度は、この３年に一度の評価替えの年に当たります。土地に対する課税は、地目別に定められた評価方法により評価し、税率を掛けて税額を算出しています。宅地については、その税負担を特に軽減する必要から、各種の特例措置が講じられているところです。

　今回の改正では、住宅用地の課税標準の据え置き措置の一部が改まるもので、原則は平成21年度から平成23年度までの特例措置が継続することとなっております。

　次に、第９条の２見出し中、「平成22年度または平成23年における土地の価格の特例」を、「平成25年度または平成26年度における土地の価格の特例」に改め、同条本文中、「平成22年度及び平成23年度」を、それぞれ「平成25年度及び平成26年度」に改めるものです。この規定は、土地の下落が続くため、毎年度課税標準の修正を行うこととしたものです。

　３ページをごらんください。第10条見出し中、「宅地等に対して課する平成21年度から23年度までの各年度分の固定資産税の特例」を、「宅地等に対して課する平成24年度から平成26年度までの各年度分の固定資産税の特例」に改め、本文中においても同様に改めるものです。

　第２項では、住宅用地に係る課税標準の特例措置の規定を削除するものです。第２項及び次のページの第３項においても、第１項と同様に年度を改めるものです。

　４ページをお開きください。第４項は、住宅用地の負担水準が80％以上の者の課税標準の据え置き措置を廃止するために、削除するものでございます。

　第５項及び次の５ページの第６項は、第１項と同様に、年度を改め、第４項及び第５項に繰り上げるものです。

　５ページをごらんください。第10条の２、用途変更宅地等にかかる平成21年度から平成23年度までの各年度分の固定資産税の調整措置を、見出し中及び本文中の年度規定を改め、今回の改正における規定として、文言を整備するものでございます。

　第11条、農地に対して課する「平成21年度から平成23年度」までの各年度分の固定資産税の特例を、見出し中及び本文中の年度を「平成24年度から平成26年度」に改めるものです。

　６ページをお開きください。第13条、特別土地保有税の課税の特例は、第11条と同様に、年度規定を改め、文言の整理を行うものです。

　なお、特別土地保有税は、平成15年度より課税停止となっております。

　第19条の２を新たに加えるものです。特定移行一般社団法人等が法附則第41条第15項各号の図書館、博物館、幼稚園に係る固定資産税の特例を受けようとする場合には、第１号から第５号に規定する関係書類の提出をしなければならないものとする規定でございます。これは旧民法第34条法人が、公益認定基準を満たせず、一般社団、財団法人に移行せざるを得ない法人に対して、一定要件を満たす法人に限って非課税措置の対象とするものです。

　第20条の２、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例を新たに加えるものです。東日本大震災の被災者にかかる一連の国税、地方税の特例措置に続くものです。３年から７年に延長となっています。

　また、次のページの第２項で、その申告書の提出についての規定を加えるものでございます。

　８ページをお開きください。第21条、東日本大震災に係る住宅借入金等特別控除の適用期限の特例。見出し中、「適用期限」を「適用期間等」に、条文中、文言整理と「法附則第45条第２項」を「法附則第45条第３項」に繰り下げ、第２項で読み替え規定を加えるものです。住宅ローンの適用住宅が大震災により滅失等しても、平成25年度分以降の残存期間の継続適用を可能とする規定でございます。

　９ページをごらんください。改正附則でございます。施行期日、第１条、この条例は平成24年４月１日から施行する。ただし、第35条の２第１項ただし書きの改正規定及び次条第１項の規定は平成26年１月１日から施行する。

　10ページをお開きください。第２条、町民税に関する経過措置は、記載のとおりでございます。

　第３条、固定資産税に関する経過措置は、住宅用地の負担調整措置について、従前の負担水準80％以上100％以下の住宅用地の課税標準額を、前年度課税標準額に据え置く措置を段階的に廃止する規定です。第10条で住宅用地の据置特例を廃止することとしましたが、平成24年度と平成25年度については、負担水準90％以上100％以下の住宅用地の課税標準額を、前年度課税標準額に据え置くこととし、平成26年度で廃止するものです。その他の宅地等については、引き続き負担調整措置を従前どおり継続するものです。

　以上、平成24年３月31日をもちまして専決処分いたしました奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第40号　専決処分の承認を求めることについてご説明いたします。

　地方自治法第179条第１項の規定により、奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により、報告し、承認を求めるものです。

　次のページをお開きください。提案理由ですが、議案第39号と同様でございます。

　改正の内容ですが、東日本大震災による被災が未曾有のものであることから、現行税制をそのまま適用することが、被保険者の実態などに照らして適当でないものについて規定を整備するものです。

前議案と同様に、新旧対照表により改正内容についてご説明いたします。新旧対照表11ページをごらんください。

附則第16項の次に、第17項、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例を新たに加えるものです。改正後の奥多摩町町税賦課徴収条例附則第21条と同様の特例措置でございます。この改正附則でございます。

　この条例は、平成24年４月１日から施行する。

　平成24年３月31日をもちまして専決処分いたしました奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。

　以上、議案第39号及び議案第40号の説明を終わらせていただきます。ご審議を賜り、ご承認くださいますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第39号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第39号の質疑を終結します。

　次に、議案第40号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第40号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第39号及び議案第40号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第39号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第39号については原案のとおり承認されました。

　次に、日程第９　議案第40号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第40号については原案のとおり承認されました。

　次に日程第10　議案第41号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　議案第41号　奥多摩町町税賦課徴収条例（昭和30年条例第29号）の一部を改正する条例について、提案理由及び内容をご説明いたします。

　理由ですが、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律（平成24年法律第17号）などが平成24年３月31日に公布され、このため、奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する必要が生じたためでございます。

　改正の趣旨ですが、地域決定型地方税特例措置を整備するに当たり、下水道除害施設に係る課税標準の特例軽減率の規定を整備するためでございます。平成24年度の税制改正では、税制を通じて住民自治を確立し、地域の自主性及び自立性を高めるための改革が必要とする考え方を基本に、法律の範囲内で地方団体が特例措置の内容を条例で定めることができる仕組み、いわゆる「地域決定型地方税特例措置」、通称「我が町特例」の創設がなされました。今後、地方税について、地方の裁量による範囲が拡大されてくることとなります。

　今回の改正については、固定資産税の償却資産のうちの２件が対象となっています。特定都市河川浸水被害対策法に規定する雨水貯留浸透施設に係るもの並びに下水道法に規定する下水道除害施設に係るものの２件でございます。ただし、町は特定都市河川に該当がないため、改正案に含まれておりません。

　下水道除害施設の特例内容は、課税標準の軽減率について４分の３を参酌して「３分の２以上６分の５以下の範囲内において、市町村条例で定める割合」と規定されています。現在、町内においては下水道除外施設を設備する該当事業所はありません。

　それでは、条例改め文もございますが、別紙の新旧対照表により、改正内容につきましてご説明いたします。新旧対照表12ページをごらんください。

　第８条の２を第８条の３に繰り下げ、第８条の次に第８条の２法附則第15条第２項第６号の条例で定める割合を新たに加え、その割合を４分の３とするものです。

　改正附則でございます。施行期日、第１項、この条例は公布の日から施行する。

　第２項の経過措置の規定については、記載のとおりでございます。

　以上、奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第41号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第41号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第41号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第10　議案第41号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第41号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第42号　奥多摩町印鑑条例の一部を改正する条例、日程第12　議案第43号　奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例、日程第13　議案第44号　奥多摩町の課に関する条例の一部を改正する条例、以上３件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　議案第42号　奥多摩町印鑑条例（昭和51年条例第28号）の一部を改正する条例について、提案理由及び内容をご説明いたします。

　理由ですが、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）の一部を改正する法律（平成21年法律第77号）などの施行日が平成24年７月９日とされたことに伴い、規定を整備する必要が生じたためでございます。

　初めに、議案第42号、第43号、第44号の３議案の改正内容をご説明いたします。

　我が国に入国在住する外国人住民に対し基礎的行政サービスを提供する基盤となる制度の必要性から、日本人と同様に、住民基本台帳法の適用対象に外国人住民を加え、外国人住民の利便の増進及び市町村などの行政の合理化を図ることとされました。このことから外国人登録法を廃止し、外国人住民に対しても住民基本台帳法の適用対象に加えることとなりました。これにより、市町村の外国人登録原票は廃止され、外国人住民についても世帯ごとに住民票が編成され、日本人と同様に住民基本台帳が作成されます。

　また、従来の市町村長が交付した外国人登録証明書に変わり、法務大臣が交付する在留カードが発行されます。ちなみに、現在町内在住の外国人住民の方は22名でございます。

　それでは、議案第42号の改正内容につきましては、現在、登録することができない非漢字圏の外国人住民の住民票の備考欄に記載される氏名の片仮名表記、またはその一部を組み合わせたものであらわされる印鑑を登録できるように規定を整備するものであります。

　それでは、条例改め文もございますが、別紙の新旧対照表により、改正内容につきましてご説明いたします。新旧対照表13ページをごらんください。下線部分が改正箇所となります。

　第３条、登録資格、第１項中、外国人登録法（昭和27年法律第81号）を削り、文言を整理するものです。

　第５条、登録申請の確認、第３項第１号中、外国人登録証明書を削るものです。

　第７条、登録印鑑の制限、第１項第１号中、外国人登録原票を削り、同項第２号とともに文言を整理するものです。

　同条第２項は、非漢字圏の外国人住民に係る印鑑の登録に関する規定を新たに加えるものです。

　14ページをお開きください。第８条、印鑑登録原票は、登録事項について外国人住民に関する規定を加えたものです。

　第11条は、文言の整理でございます。

　第12条は外国人登録を削り、第13条は文言の整理です。

　第15条、印鑑登録の抹消、第５号を次のように改めるものです。氏名等を変更したため、第７条第１項第１号の当該印鑑の制限事項に該当したとき、又は外国人住民にあっては、住民基本台帳法第30条の45の表の上欄に掲げる者でなくなったときは、印鑑登録を職権で抹消することができる規定でございます。

　附則の規定については、記載のとおりでございます。

　以上、奥多摩町印鑑条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第43号　奥多摩町事務手数料条例（平成12年条例第16号）の一部を改正する条例について、提案理由及び内容は議案第42号と同様でございます。

　別紙の新旧対照表により、改正内容につきましてご説明いたします。新旧対照表16ページをごらんください。

　別表第１中、第18項、外国人登録に関する証明欄を削り、第19項以降を１項ずつ繰り上げるものです。

　附則の規定については、記載のとおりでございます。

　以上、奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第44号　奥多摩町の課に関する条例（昭和62年条例第10号）の一部を改正する条例について、提案理由及び内容は議案第42号及び議案第43号と同様でございます。

　別紙の新旧対照表により、改正内容につきましてご説明いたします。新旧対照表17ページをごらんください。

　第２条、事務分掌、住民課の項、第５号、「外国人登録」を「特別永住者」に改めるものです。外国人登録事務はなくなりますが、特別永住者については、特別永住者証明証が市町村から交付され、引き続き市町村役場が諸手続の窓口となるためでございます。

　附則の規定については、記載のとおりでございます。

　以上、奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。

　これをもちまして、議案第42号、議案第43号、議案第44号の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第42号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第42号の質疑を終結します。

　次に、議案第43号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第43号の質疑を終結します。

　次に、議案第44号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第44号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第42号から議案第45号までについて、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第11　議案第42号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第42号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議案第43号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第43号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第13　議案第44号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第44号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第14　議案第45号　奥多摩町小口事業資金融資制度等審議会条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。観光産業課長。

〔観光産業課長　加藤　博士君　登壇〕

○観光産業課長（加藤　博士君）　議案第45号　奥多摩町小口事業資金融資制度等審議会条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明をいたします。

　提案の理由でございますが、金融機関の撤退に伴い審議会委員の構成を見直す必要が生じたためでございます。

　この条例は、町の商工業者等に対する資金融資等を行う際の利率等を決定する審議会の設置を定めたものでございます。

　それでは、改正条例ですが、新旧対照表の18ページをお開きください。

　第３条で、審議会の委員数を定めておりますが、第２項の２で定める金融機関の代表者の委員数を、３名から２名に変更するものでございます。

　以前は、りそな銀行の店舗が町内にあったということと、りそな銀行を利用して小口事業資金の融資を受ける事業者もおいでになりましたが、平成22年度を最後に、資金の返還も終わり、また、資金の申し込みは、平成20年度以降ないことなどから変更したものでございます。

　附則といたしまして、この改正条例は公布の日から施行し、平成24年４月１日から適用するものでございます。

　以上で、議案第45号の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第45号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第45号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第45号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第14　議案第45号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第45号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第15　議案第46号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。副町長。

〔副町長　村木　義雄君　登壇〕

○副町長（村木　義雄君）　議案第46号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）について提案の説明を申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,566万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ59億6,566万6,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるもので、内容について説明申し上げます。

　まず、１ページをお開きください。歳入でございます。

分担金及び負担金は、国民体育大会運営経費負担金990万円を追加し5,668万2,000円に、都支出金の都補助金は、農林水産業費で体験農園施設及び林道開設事業の対象事業の変更に伴い補助金711万6,000円増、教育費の小学校費で、公立学校運動場芝生化事業補助金500万円増、保健体育費で国民体育大会競技施設整備及び運営経費補助金2,165万円増で、都支出金は計3,376万6,000円を追加し24億7,237万9,000円に、繰入金では、基金繰入金で公共施設整備基金1,200万円増、観光施設等整備基金1,000万円増の計2,200万円を追加し２億6,090万2,000円とするもので、今回の補正の総額につきましては、6,566万6,000円を追加し59億6,566万6,000円とするものでございます。

　２ページ、歳出でございます。総務費のうち総務管理費で、起債管理システム300万8,000円を減額し７億7,676万円に、農林水産業費の農業費では、丹三郎特産物販売施設交通整理員等賃金25万2,000円及び光熱水費93万円増、治助いも特許庁出願料14万円増、町農林業等振興事業費で冷凍庫修繕費14万円増、体験農園ラウベ整備工事は、事業名変更により171万円増、林業費では、西川線林道開設事業が盗伐事件に伴い実施できないため、新たに名坂線林道開設事業費を計上し、差し引き769万円の増となり、農林水産業費では1,086万2,000円を追加し７億4,274万5,000円に、土木費では、都補助道路新設改良事業費300万円を追加し８億7,071万7,000円に、教育費では、国民体育大会実行委員会補助金3,650万円を追加し７億5,082万7,000円に、災害復旧費は、５月２日から４日にかけての集中豪雨により、林業施設790万円、道路橋梁施設990万円の計1,780万円を追加し1,825万円とするもので、予備費で51万2,000円を増額調整し940万9,000円とするもので、歳出合計の補正額は、歳入と同様に6,566万6,000円を追加し59億6,566万6,000円とするものでございます。

　以上で、議案第46号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）の提案の説明をさせていただきました。

　なお、補正予算の詳細については、担当課長より順次説明いたします。

　今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定をいただきますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますがご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、１時から再開といたします。

午前11時48分　休憩

午後１時00分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、所管課長からの説明を求めます。

　なお、説明は自席にて着席したままで、歳入の分担金及び負担金から歳出の予備費まで、引き続き順次お願いします。教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、一般会計補正予算書の５ページをごらんください。歳入でございます。

　分担金及び負担金の教育費負担金は990万円の増額でございます。今回の補正予算で、国民体育大会に関する予算として、歳入では分担金及び負担金、都補助金、歳出では、国体実行委員会への補助金の増額補正をしておりますが、これは国民体育大会、今年９月に実施を予定しておりますリハーサル大会のロードレースを実施するにあたり、現在、関連する５つの警察署と、大会の運営、安全対策について協議をしておりますが、コース上の安全対策物品の増、交通規制に伴うコース周辺道路への事前告知看板の作成、設置、撤去の増、また、コース上及びコース周辺での交通整理や安全管理を担当する立哨員につきまして、当初は４市町村とも一般のボランティアを中心に予定しておりましたが、特に八王子市内において専門の交通警備員の増員が求められ、費用が増大いたしました。

　分担金及び負担金につきましては、歳出予算から東京都の補助金を除いた４市町村が負担する一般財源分のうち、八王子市、あきる野市及び檜原村からの運営経費負担金が増額となることによるものです。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、都支出金の農林水産業費、都補助金の農業費補助金でございますが、国庫補助としての農山漁村活性化プロジェクト支援交付金で、体験農園ラウベの整備を予定していましたが、都単独事業の山村離島振興施設整備事業補助金に変更して整備を行うとともに、工事費の増加に伴い補助金額も128万円増額となるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、林業費補助金583万6,000円の増につきまして、説明欄にございます西川線林道の開設に対し、事件の解決のめどが立たないため、次期開設計画の名坂線を前倒しをしまして計画するものでございます。補助率10分の10で事業費を計上するものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費都補助金でございますが、2,665万円の増額となります。

　小学校費補助金の500万円の増額につきましては、公立学校運動場芝生化事業補助金として、当初予算では古里小学校芝生化整備事業に要する費用のうち、都補助金として２分の１の補助率で計上しておりましたが、芝生設置後の維持管理につきまして、学校のみならず、児童・保護者、あるいは地域等との維持管理組織を立ち上げ管理する場合は、整備事業に係る費用のうちの都補助金の補助率が２分の１から10分の10に引き上げることができる、との説明があり、学校と調整し、組織を立ち上げ管理をすることとし、補助率を10分の10に引き上げ、申請することにより増額となるものです。

　なお、維持管理につきましては、通常は学校用務員や作業員を中心に維持管理を行い、年に数回、維持管理組織の活動をお願いする予定でおります。

　次の保健体育費補助金でございますが、2,165万円の増額につきましては、分担金及び負担金でご説明いたしましたように、コース上の安全対策に伴う費用が増加したことにより、東京都補助金として競技施設整備補助金が補助率10分の10で480万円、大会運営経費補助金が、補助率２分の１で1,685万円それぞれ増額となるものです。

　なお、この大会運営費用のうち、東京都の補助金は競技施設整備費として、コース上の事故防止のネット、フェンス、カラーコーン等につきましては10分の10の補助率となっておりますが、告知看板、案内看板の設置、交通警備員の配置等を始めとするその他の大会運営経費につきましては、２分の１の補助率でございます。

　しかし、今回の補正予算で計上させていただきました交通警備員の配置を始めとする大会運営経費は、競技を実施する上での警察署からの指示によるもので、これを満たさないと競技が実施できないということから、当初予算で計上している費用も含め大会運営経費の補助率アップについて、東京都に強く要求をしているところでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の繰入金のうち公共施設整備基金繰入金1,200万円の増、次の観光施設等整備基金繰入金1,000万円の増は、今回の補正によりまして、追加する事業等の財源とするため基金を充当するものでございます。

　以上で歳入の説明を終わります。

　次に、７ページをごらんください。歳出の説明となります。

　財政管理費300万8,000円の減は、今年度、起債管理システムのバージョンアップを図るため、３社から見積もりとデモンストレーションを依頼したところ、現契約者であります株式会社行政が費用的にも安く、システム的にもすぐれていることから、これと契約することで更新委託料等が不要となりましたので減額するものでございます。

　また、使用料及び借料13万9,000円は、この新システムの年間使用料となります。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、農林水産業費の農業振興費でございます。

　初めに、農業振興総務費の132万2,000円の増額でございますが、賃金につきましては、現在閉鎖となっております丹三郎直売所で月１回から２回、特売日を行うため、駐車場警備員の賃金を設けるもので、需用費の光熱水費につきましては、観光用トイレを開放するための電気料をお願いするものです。

　役務費につきましては、治助いもの名称で商標登録の出願を進めておりましたが、平成23年度の予算執行期間内に手続が終了しなかったことにより、出願に関する金額をお願いするものでございます。

　次の町農林業等振興事業費の14万円の増額でございますが、峰谷の燻製施設内の冷凍庫の修繕費でございます。

　次の山村振興事業費の3,051万円の減額につきましては、体験農園ラウベの整備を国庫補助で予定しておりましたが、都単独の補助事業に変更することに伴い減額となるものでございます。

　次の山村地域農林業振興事業費の3,222万円の増額でございますが、都単独の補助事業により体験農園のラウベを整備することに伴うもので、工事請負費は実施設計に沿って171万円の増額となりますが、工事請負費の75％が補助金として歳入されております。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、款06農林水産業費の都補助林道開設事業費769万円の増につきまして、当初予算でご説明をしましたが、西川線林道の刑事事件の解決のめどが立たないための次期計画路線の名坂線の計画に変更したためでございます。

　需要費の消耗品減の80万5,000円につきましては、都の内示による減でございます。

　委託料及び工事費につきましては、それぞれ所要額を計上するものでございます。

　消耗品費につきましては、都の内示でございます。開設工事は、全体で延長1.25キロメートルの予定で、開設の工事につきましては、200メートルないし300メートルを予定しております。

　次の９ページをお開きください。款08の土木費、道路新設改良費の土木費300万円の増につきまして、説明欄にございます都道と大丹波熊沢線を結ぶ路線変更による増減と、白丸丸の内線の実施設計費300万円の増を見込むもので、ルートの変更による増を見込むものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費でございます。

　まず、項の２小学校費でございますが、小学校費全体での予算総額の増減はございませんが、学校管理費、小学校管理費の100万円の増額につきましては、備品購入費として、古里小学校校庭芝生管理用の備品として芝刈り機の購入をするものです。なお、この備品購入費につきましては、当初予算では、工事請負費に含めて計上しておりましたが、工事請負費から組み替えるものでございます。

　次の学校建設費の小学校建設事業費の100万円の減額につきましては、小学校管理費の備品購入費へ組み替えたことにより減額となるものでございます。

　次に、項の６保健体育費でございます。10ページにございます国民体育大会事業費で、国民体育大会実行委員会補助金として3,650万円の増額となりますが、内容につきましては歳入でご説明させていただきましたように、大会を運営するためのコース上の安全対策、交通規制に伴う事前告知対策による費用等が増加したことにより、大会運営をする実行員会への補助金を増額することによるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、款11災害復旧費、林業施設災害復旧費790万円の増の800万円につきましては、大丹波線林道ほか、２路線の斜面崩壊による所要額を計上するものでございます。

　次の11の災害復旧費の01道路橋梁災害復旧費990万円増の1,010万円につきましては、小河内峰谷線路側崩壊による災害復旧費を計上するものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の予備費51万2,000円の増は、予算調整によるものでございます。

　以上で、一般会計補正予算の説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第46号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。７番師岡伸公議員。

○7番（師岡　伸公君）　７ページ、歳出でよろしいわけですね。７ページ、農業振興総務費、先ほど丹三郎直売所の駐車場の警備員賃金というふうに出ましたけれども、今の丹三郎の直売所の状況、昨年から今日に至るまでの経過をご説明いただいて、先ほどの説明では月に１回か何回か、直売の会をやるというふうにお聞きしていますけれども、我々も時々行っては買わせていただいていますけども、今後またどのような形で運営を予定しているか、ちょっとお聞かせいただければありがたいと思います。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　７番師岡議員のご質問にお答えいたします。

　まず、経過でございますが、今年の３月までは、ご存じのように、千島さん、ワサビ園さんが運営を行なっていました。これにつきましては指定管理ということで、３年前に千島さんが指定管理者となって営業していたわけですが、ここで、今年度になる段階で、指定管理の更新手続ということで、該当する指定管理者さんに更新の手続をしていただいたわけなんですが、残念ながら千島さんにつきましては、１つには高齢と後継者等の問題で続けて直売所運営ができないというような意思表示が２月末にございましたので、残念ながら４月からは閉鎖という形になってしまいました。

それで、町としても、せっかくの施設ですので、新たな指定管理者にするか、方法はいろいろ検討を内部で行ったわけなんですけども、いかんせん検討する期間が短いというようなことと、指定管理を募集するとすれば、募集要項をつくって、また、議会の皆さんの同意を得たりすると、どうしても９月になってしまうのかなというようなこともありまして、町直営で行っていこうかというようなことも一時考えたわけなんですが、それによりまして、直売グループの方にこの施設を利用していただきながら運営等もできないか、というようなことも投げかけたわけですが、いかんせん直売グループもまだ３年ということで、基盤がしっかりしていないというようなこともありまして、なかなか難しいという状況になっております。

　ただ、直売グループとしても３年目を迎えまして、グループもしっかりし始めてきているという状況ですので、何とかそのグループの活動場所として、この直売所等を利用していただけないかということで、月１回から２回の特売日を設けまして、直売所を利用していきたいというようなことも出ております。そのために、今回、所要の金額をお願いするわけでございます。

　なお、この場所については、またほかの部分も、ちょっと問い合わせ等もございますので、これにつきましては、またはっきりしましたらご報告さしていただきたいと思います。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかには。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第46号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第46号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第15号　議案第46号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第46号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第16　議案第47号　町道路線の廃止について、日程第17　議案第48号　町道路線の認定について、を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課　宮田　昭治君　登壇〕

○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第47号及び議案第48号の町道路線の廃止及び認定につきましては、関連がございますので、一括で提案のご説明をさせていただきます。

　議案第47号　町道路線の廃止について、提案のご説明をいたします。

　理由といたしまして、日向人道橋が完成したことにより、終点位置の変更に伴い、町道の路線を廃止したいので、道路法（昭和27年法律第180号）第10条第３項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　次のページをお開きください。町道路線の廃止について、道路法（昭和27年法律第180号）第10条第１項の規定により、町道の路線を次のように廃止する。

　路線名、その他町道、日向公営住宅下線。

　起点、奥多摩町氷川字日向108番から、終点、奥多摩町氷川字日向110番１まで。

　延長、47.77メートル。

　２枚ほどおめくりください。このページにつきましては、廃止路線の調書でございます。廃止路線につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをお開きください。町道廃止路線の略図でございます。

　日向公営住宅下線につきましては、住宅、町道から国道へ通じる路線で、国道を横断する歩道橋が完成いたしましたので、廃止するものでございます。

　次に、議案第48号　町道路線の認定について、提案のご説明を申し上げます。

　理由としまして、住民生活の利便を図るため、町道として認定したいので、道路法（昭和27年法律第180号）第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　次のページをお願いいたします。町道路線の認定について、道路法（昭和27年法律第180号）第８条第１項の規定により、町道として次のように認定する。

　路線名、その他町道、日向公営住宅下線。

　起点、奥多摩町氷川字日向108番から、終点、奥多摩町氷川字日向109番まで。

　延長、87.50メートルでございます。

　２枚ほどおめくりください。このページにつきましては、認定路線の調書でございます。認定路線は記載のとおりでございます。

　次のページをお開きください。町道認定路線の略図でございます。

　日向人道橋の完成により、国道の上空を横断し、階段にて国道まで下りる構造で、中央に車路を設けてございまして、自転車を押して上り下りできる構造となっております。

　また、橋の材料が耐候性鋼材を使用しておりまして、塗装は必要ない構造でございます。

　以上で、議案第47号及び議案第48号の町道廃止及び認定の説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第47号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第47号の質疑を終結します。

　次に、議案第48号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第48号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第47号及び議案第48号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第16　議案第47号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第47号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第17　議案第48号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第48号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第18　議案第49号奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約について、日程第19　議案第50号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21請負契約について、日程第20　議案第51号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約について、以上３件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　加藤　一美君　登壇〕

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第49号から議案第51号までの３件を一括してご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条に定めます予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　初めに、議案第49号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億5,015万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町海沢608番地、大澤土建有限会社、代表取締役　大澤　一氏です。

　次に、議案第50号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億5,960万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町氷川1165番地。株式会社榎木工業、代表取締役　榎森厚志氏です。

　次に、議案第51号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億5,225万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波８番地、朝日建設株式会社、代表取締役　柴田拓也氏です。

　入札調書につきましては添付のとおりでございますので、ご参照願います。

　なお、本請負契約につきましては、去る６月１日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日13日が本契約となり、工期につきましては、いずれも平成25年３月15日を予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長より説明させていただきます。ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　それでは、ただいまの議案の工事の概要についてご説明申し上げます。

　議案第49号　工事概要についての提案のご説明を申し上げます。

　工事件名、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20。

　工事場所、奥多摩町氷川23番２先。日向地区から東氷川橋間、及び、海沢橋から都水産海沢分場、並びに都道綾瀬橋の間で工事を予定しております。

　なおポンプ工事については、別途工事ということでございます。

　工期につきましては平成25年３月15日まで。

　工事の概要につきましては、以下のとおりでございます。

　次のページにつきましては、案内図でございます。

　その次のページにつきましては、配管系系統図と位置図でございます。赤い線につきましては国庫補助の路線で、その中の青い線につきましては町単独路線でございます。

　次のページは、配管布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で議案第49号の説明を終わります。

　次に、議案第50号の工事の概要についてご説明申し上げます。

　工事件名、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21。

　工事場所、奥多摩地氷川133番４先。東氷川橋以西の大氷川全域を予定しております。一部ＪＲ青梅線の通過工事及びポンプ工事については、別途で計画しております。

　工期、平成25年３月15日まで。

　工事の概要につきましては、以下のとおりでございます。

　次のページをお開きください。次は案内図でございます。

　その次のページをお願いします。配管系統図及び位置図でございます。図面上、赤い線につきましては国庫補助の路線で、青い線が町単独路線でございます。

　次のページをお開きください。配管の布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で議案第50号の説明を終わります。

　次に、議案第51号の工事の概要について提案のご説明をいたします。

　工事件名、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22。

　工事場所、奥多摩町大丹波102番４先。大丹波南沢橋から日向バス停までの間で予定をしておりますが、ポンプ工事については別途計画しております。

　工期につきましては、平成25年３月15日までで、工事の概要につきましては記載のとおりでございます。

　次のページは案内図でございます。

　その次のページは配管系統図でございまして、赤い線は国庫補助路線、青い線は町単独路線でございます。

　最後のページになりますが、配管の布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で、議案第49号から議案第51号のご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これよりただいま上程の議案第49号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第49号の質疑を終結します。

　次に、議案第50号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第50号の質疑を終結します。

　次に、議案第51号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第51号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第49号から議案第51号までについて、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第18　議案第49号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第49号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第19　議案第50号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第50号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第20　議案第51号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第51号については原案のとおり可決されました。

　以上で本日の日程はすべて終わりました。

　お諮りします。次の本会議の予定は６月15日となっておりますので、明日６月13日及び６月14日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、明日６月13日及び６月14日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は６月15日午前10時より開議しますので、ご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後１時37分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。
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